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　　　　　　カルシウムの雲

　Hartmannが凍星SOri・nisのスペル
1’ル中にステーショナリーなカ，レシウム

線の在るの二藍正して以來二十二年奄経

邉しすこがこの線の超源についての我等の

知識ば些した進足た見ぜなかつナこ・勿論

灘測的の材料に年々追うて盛大されナこ．

例へばVictoriaの？laske亡tば八八して

覗線速度の槻測からStruveにCa線明量

さから重要な材料な提供して・之に關す

ろ幾多の事買置獲見し7こ・

　この特異な性質な示す（：a線な説明す

るナこめ【：　Plas’〈ett　l工期を包む，廣く分布

しナニ物質の細細假定ずれば」極めて高温

の星（0，B）の附近で（tそのカ’レシウム原

子itイナン化されて所要の線た吸対する

釈畳豊｛こ在ろのナこらうビ云．ふ考えレ公1こし

すこ・この額：ば在來一：番多くの信用為得すこ

様であるが，最近Eddingtonが空間に分
散：し7こ物質に面して研究n，・．進めるに當

リ，ステーショナリーなCa線の起源i：

關しても自ら異説な慶衷しナこ・Edd1ngton

の云分［tこうである・空聞に分散されれ

物質［工極めて稀薄で（tあろがその温度は

從來考へられて居ナこ様な低濫でばなく，

これが原子も或る程度迄イナンがされて

居る・故1こ星から覚ミられる光〔工この物質

た麺過する際にある波長准吸牧される．

從ってかくし冒て生じ7こ吸蹴鞠ば星の蓮；動

に從にす，その張さ1工星の距離に比例す

る筈である・これらの設に何れも相當の

支持黙な持つが又同時にご三の難瓢旭免

れぬ・近くStruve　l硬：に灘貝嚥進めて

自験の方面から何れの假謝こ組すべきや
た研究し7こ．

　彼は先づ研究な二部に分ち第一には全

天に亙り，　Bsより“earlier”な321個の

星について「分離1カルシウム線（deta

ched　Ca　lines）の強さな測定し，第二に

特に二この星の密集…しすこCepheus　l：ついて

詳細［こ研：究ゐgしナ：・　それ1こ口れ【で，酵量さ

【白星力SPftくなる［こつれて」曾六二される・自口

ち150乃至200pa℃secs迄匡その強さ1実
搦いが500或1’t600　Parsecs蓬りで最高

な示し，その後に不正確でにあるが叉強

さ為減する傾向葎示ず・　これば恐らく

Eddlngtonの‡旨適しすご様に距離影響に由

みのであらうが又空間に存在するカルシ

ウムの分布の模檬によるものεも考へら

れ乃・又相當の出線連判か示すもの㌧あ
；る1こも才旬［XらすB3より　‘ユater’な星に＝

分離Ca線た示す星の未だ嘗て｛見され
7こ事のないの［t多少亡も　Eddingtonの

假説に難ずるものでltなからう力引例己

れる・

　何れにしても分離線の強さ匡その星の

在存する空間の位置に最も丈配されうも

のらしい。例へばCepheus（36、星）に在

ってに平均の強さil　5であるのにOrion

（24星）に於て（［ma々2に過ぎぬ・叉Be

なるtypeな持つ．星it，亭均に於て，

earlierな星よりも弱い線奄示ず・肉眼的

二重星で｛ち　スベ〃Fル・タイプや光度

に差異あるものでば分離Ca線の強さに

差ば見えぬ

　EPちStmlveの研究によってに雨垂説

について何等卜定か許さないが我等ばこ

れが7；めに更に知識の進んだ事か喜ぶも

のであろ．

最後にStrlveば特にCepheusの研究
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から次の結果Se＄R秘して居ろ・　Cepheus

｛こある　36個の星の分離K線力もらそ昌ナこ

residual　vel・city　tx　stellar　linesより得

る値：に比して系統的に少さい・K線の強

さ匡暗黒星雲の存在する都分で匡僅かに

身易い．Ca　cloudの初ま；ら星巨鳥｛工250　parsecs

亡．評儂されろ・声韻の数為r数える事より

暗雲星黒［エ350P・・secs．冠り【こ存在なも

のビ思ばれる．且Cepheus　l　t於て強い

Ca紛秘示す部分匡銀河の漫リに迄延び

て居ろ．從ってこsでば星の分布ば通常

だからCa　cloudに一般にli透明だS信

じられる・

躁潮紅團メシヤー22

　メシヤー22（即ちNGC・6656）の距離ば

1917年に，見掛けの直裡の測定や・明る

い星の見掛の光度や，此の星團の中にあ

るi墜光星の假りの測定な基ビして出され

7：が，其の距離ば8500パーセy〃z！1言

3・事【こなつずこ・　かくして，」毛の球歌，塁、團

に吾々に第三番目に近い星崎xeされた・

即ち第一ばωセン下一、Jで第二［t　47

Tucanaeである．此の星團lt，星がまば

らにあるピ言ふ事やSagittarius座にある

密な星の雲の中に見ナこ所あろt言ふ事の

已めに大へん興味ある星團であるが其の

後もつS詳しい測定し71結果に：よる亡

8500パ一周）ンクの距離匡少々ちがって

みるやうである・最近ハーバート天川塵i

長H．Shapley幽幽の研P£1：よるt．次の

檬な結果になろ（Harvard　Bulletin　848・

Ig27，七月）

　（1）．最近ウィルソン山で撮つ7こ6個

の篇眞板から申心から5・5分の牛径の川

内の最も明るい29の星ミ同じ場所で勝

手にミつ71約40個の光の弱い星tの光

准測定けこ・又その中に攣光星の色S色

の攣化准測定してみるSみな典型！的なセ

ブエ／ド攣光星である事がわかつtこ・

　最も明るい四個の星に先づ，遇然に此

の球歌星團内に落ちて見えるものtして

これなのぞき，その次に明るい二十五個

の是につい（亭均の爲眞光度祉求めて見

るt，12．93等級で，其の牛均の偏差ば

±0．mO8である・此等の光級に相等する球

三星町内の星の絶封光度ば一1．m14であ

るから，此苛！し等から計算するt，此の星、

團の距離匡6600パ＿セック書なろ．

　（2）次に此の星團内の鍵光星の硯究で

あるが明らかに攣光星であるものが次表

の十七個だけある・（こ、に位置及注意

書［t略すろ）

．メシヤー22内の愛先守

Var． Max． chin 1）eriod

1 13．8 14．75 0．615542

2 13．8 14．35 0．6428十

3 14．55 15．0 0．340十

4 13．6 14．5 0．6十　　『

5 12．0 12β o　匿　齢　　　　O　r　●

6 13．3 14．5 0．6十　　｛

7 13．3 14．5 0．6495191

8 12．0 12・7 ．　9　●　　　　・　，　．

9 12．7 13．3 ，　，　●　　　　o　冒　●

．10 13．3 14．6 0．6士

11 12．65 13．9 ●　．　9　　　電　，　o

12 14．2 14．5 o　■　．　　　9　9　幽

13 13．4 14．55 0．6725203

14 13．8 15．5 200．0

15 14．0 14．55 0．3十

16 14．0 14．45 0β24十

17 14．6 15．
・　●　・　　　　，　，　・

藪に第＝卜四番の星ほ，非常に大きな週期
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蔓有して居るが，此の星it中心から約10’

の断にある・：或に此の星羅に屡してみな

し㍉ξ藍力・も知としなレ、・

　th等の愛光星のうち九個（N・s・1，2，

4，6，7，Io，13，15，16）は、星團型のセブ

エイド攣光星であるrpうに思ばれる・こ

れ等の攣光星の中間光度の平均値ば14m

O6で其の挙白の偏差匡0。mlOである・

所で駆血ε紹封光度の關係曲穣から，此

れ等の攣光星の李均の絶封光度il　o・oで

ある・此の爾光度から既の星團の距離な

計算すろ電6600パーセツク定なって・

前［：明るい星から出けこ距離亡一一’fftす

る・こちらの方法からみても前に19｝7

年秘しプこ8500ノ号一物♪ソ〃1こ上ヒベろ～t糸勺

20パーセントだけ近くなつ7：わけであ

る・

　（3）此れ等の攣光星の光fP測定する

S，みな曲型的セブ＝1ド愛光星の色S

一致ずる・Color　indexミ光度書の結果

は次の如くなる・

　極大光度の場合のColor　index－0・05

　中間光度　〃　　〃　　〃　＋O・17

　極小光度　〃　　〃　　〃　＋0・29

故に色の攣化もセブエイド愛光星の場合

定一致する・

　（4）塗光星でない星のColor　indexに

射てに・詳しい事lt言へないが，然し此

の星團に於けるColor　indexオ光度ミの

關係［工，此の星型が小さな銀河緯度な有

して居り，星がまばらにあるに拘らす・

全く謳歌星團特有なものである，25個の

HA　Z　V星（その平均爲眞光度ltl　12・m93）の

亭均のColor　indexは＋1・47であって

K型のスペ〃ト，レ1：オ目伸する・34f固の光

の弱い星の亭均のColらr　i　dexば十〇・42

である・其の際目の爲眞光度it14m・4で

あるがこれに絶饗光度が0等より少し弱

い・

η　CarillaeとPictoris

　薮星との窯ベクトル

　nClrnae　S言ふ星馬特異な攣光fP

なで星であるが，砒の星ば其のスペグト

］1・が，新星の或時期に於けるスペルFrV

ミ似寄ってみろミ嘗ふので特に注目され’

てるる．P．　Dovidovichが来國のノ・一プ

・一 h天丈墓でなしずこ，此の星t　Pictori

新星（192触）のスペルDレの比車難山へ

ん面白い結果なあアこえてみる（H．0．B・

837）．その重な系吉果な纏回するミ・

　（1）ぜクト）」ス新星の極大光度のスペ

グ｝ラ亡ηCarinae星のスペグトル’（19

25五月十日）亡に回る類似鮎た有してみ

ろ・勿論著るしい相異黙もある・極大光

直後の此の新星のスペ外測絶々の貼

に於・て非常｛こ異った性質た・有し’てるナこ

カs．　それ，からロカざアこつ［こつれて，次第｛＝

類似し1925年の十二月にば・可なりの

類似黒占な見出すにいたつナこ・

　（2）其の類似黒占［工，主Sして，羽帯の

ナ）Jヂンにあろ・然し其の帯の廣さや，

ホ目互舜最度1請込つvて占）る・新星に於ける響

にnC・・inaeの約三倍位ひろく・ヌ．水素

帯の構造iit遙かに複維である・新星に於

てに，水素輝線に著しいものであるが，

nCarinaeに在｝J　〈　［t，金属輝線の強さ

に水素輝線電同じ位の強さにあらばれ・

或に幾分強くあらばる・

　（3）nCarinaeのスペ〃ト測工波長約

4150の所で特異な工合に限られてみろ・

此れに吐の星のスペクトルが主オして輝
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帯から出來てる『（，蓮綾スペクトルは重

要な役目たなさないt言ふ事1：ge因する

もののやうに思にれる・’此の連績スベト

クル匡Pictoris薪星の12別こ於tナるよ

りも著しく幽かである・

　（4）　水素輝番泉iit　η　Caτinae｛二あって1工

紫の方に行くにし唐がつて其の強度々急

激に減らす・然るに此の減り1工新星に於

てによりゆるやかである，Hβほ新星で

も（十二月3日）η星でも同じ強さである

が，後者にあってぱ匡Hδ口もう非常に

扇くなっており・Hεにほtんごみろ事

が出來ない・然るに新星にあってば水素

輝線ばHηまで見ろ事が出瞠る・

　（5）ηCarinaeに於けるバンドの面白

い特異性ほ，それが多くの場合に於て赤

色の方に瀞力されてるろS言ふ事である

がパ新星の場合にに此の事がみられな

い．

　（6）星雲響360〔エ’n　Ca・inaeにi工無い

が，新星にあっても最後の幾板かの爲j冥

には山けてるるやうに見える・

　以上の事から見ろぜn　Carinaeミ新星

のスペルトルぱ多くの重要なi鮎に於て異

なってみる・」比の不一致の鮎ゐg観明する

事it今日な1まむつカ・しいカs，　Dovidovich

氏の考へでば・これば此れら爾星の密度

のちがいに基因するであらう亡言ってみ

る・新星の方が水素胃線の強度の減少が

ゆるやかに行ってみる所から見るミ，新

星の方が密度小さく從って大きさに大き

いらしい・然しこれによってCarlnaeが

新星s此の貼だけで異っており．此星自

勇が一つの新星であるミ結論するのに早．

計であるミ．

　　　　攣光星RUAquarli

　此の星にB・D・一18．δ299で位get　l1［　L）　3　h

lgm　les，一r1052，1r（1900）であるが190

1年Flemin；夫ly　i：依って攣光星であ

る事が卜祀された．其後Haynes　p

Hartwigなごの天田學者達によって研究

されナこが，その週期も毫光の有檬も色々

で［tつきりしア：；tがわからなかつナこ・

託の星［tヘンリー・ドレーパーのカタロ

ーグに依るt，Mct云ふスペクトル型

な有してみる・

　その■ぺ〃トルから見ても，ヌ．其の週

期から’ろド（も，　又比較白勺鍵光ゴ範愛書Sノ∫、さ

いε言ふ事から見ても此の星i非常に興

味ある星である・目下，来國のハーブー

ト天文盛で研究中の露酉亜のカリVフ天

文ii§の　B．　P．　Ger」simovic氏ば？s　一バ

ートの130枚の爲眞板から・此の憂光

星に就いて詳しい研究feし7；（Harvard

College　Bulletin　848）．

　此の星の攣光曲線ば攣化するが，多分

その週期1工雰常1：長い。攣化する要素に

攣光範園ホ　その李均の光度であるが，

愛光範國の最も大きい時にばO．m7位で

．あり，最も小さい時にはO．n・3位である．

挙均の光度【工10m40から10・m70問な

昇降する，一般に攣光範園t　2iS均光度の

問にぱ關係があり，前者が小さい時に後

者ばその雨極端の値な隠るやうである

が，然し此の關係it決して，そんなに簡

軍なものでばない・

　圓it　工905－1．0））（87個の観？則）　E　191

S－1923（45個の観測）e間の李均の光

度面線であろが・此の爾期間に於てに大

燈一定の攣光範園を示してみる・圃から

明らかなる如く，此の攣光星の極小にに：
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二種類ある・即ち一一　［t長い極小光度で，

他は短かい極小光度である・今長い極小

の後の極大な（1）Sし短かい極小のすぐ

後の極大な（II）Eすれば，1tOl年から

1912年までの極大ば次の式であら匡され

る・自口ち

極大一
P：9：：21；識｝・・7・・3E

この亭均の偏差に，爾極大について夫々

±7・dI及び±10・d1てあるが，1913年

になって突然，位相のすれが起って即ち

糸勺54　日は1かり早く起る事〔：なつナ：　19

13－1923の間でば

極大一
ﾗlll蛾｝・・・・・…E

によってあら匡される，芝ド均の偏差山

手10．dOである・

　位相の突然の攣化ば長週期憂光星でば

めずらしい現象であろが、此の星の揚繭

には長い極小t短かい極小tが1912一

難．鞠ゆ6＿8窃働譲跳2。。。働階eSee⑤
“e2

o．es

輸醐2・

一二

の。．も

③
㊥

㊤
⑤
θ

④＠
0

囲
⑭

　
9

　
■

⑭

0

⑱㊥

　
　
　
　
　
吃
9

電ρ0
0

0
9
魅

ee
　ee

！．e・

ee
ee

　e

e
　e

！謬鯉御ゆβρ♪1飽　yg／s一！舞ρfblzs”’



雑 報 517

1913に突然交換しナこミ考へるミ観明がつ

く，、極小の種類が入れかわるS云ふ現象

にRVTauri型の攣光星ににめづらし

くない・

RR　Gemirorum
の週期の攣化

　此の星にハーバートの珍名法で071531

S随ふ星であって，週期の固くみじかな

星圃型セフエイド鍵光星である・モスU

一天丈i藪のBla・ko，ハムプル・1’天文墓の

Graff，佛蘭西のLuizetなε’によって観

測され，研究され7二が、その観測材料は

1892年頃からある・雌頃2x・eバート天文

盛のW，：F。II．　Waterfield　S云ふ入が最：

近までの魏測材料為集めて研究し7こ結果

によるピ，此の星の週期1工1910年頃から

急激1こ減少し唱てるるt言ふ面白い結果な

得てのる．（Harvard　Bulletin　848）週期な

O．a　39726708剥して計算しナ：極大の時S

観測から得7こ極大の時ピ々圖［：プロット

して見る定前事の圖の如くなる・セブエ

イド愛光星のうちにに週期的に其の週期

が墾化する星ばままあるが，RRGem

の週期の油化匡週期的ミもみられ，ないや

うだ・こんな奇妙な攣化す示す星に，特

1：星團型のセフエイドでにこれほごくわ

しく研究されナこ星がないだけに，面白い．

　圖の攣化な式であら（tすt

　極大＝J・D・（G・HM．T）2419S21・947

　　　十〇．d　39726708E

　　　　　一一〇．d　ooooooooi383E－2

京大天女蔓の16センチ窟眞鏡

　30センチク）P　P屈折望遽鏡の設置に共

って，33‘ヒンチ反射望遠鏡1ミ，天交盛の

庭に移韓して，＝移動式覆1：よって露天同

様1こ使ひ得る檬1こなつ7：‘　33セン『チLゐρ篇

眞用ピして使用しナこい計盤にあっ7：が・

今回屋外におかれ7こので使用上好條件ピ

なつナこので爲占用の反射鏡を作る事εな

つ’箔�E焦心距離はペルゲドルフのf3鏡

にならってf3為操用し　ロ径に試瞼的

であるので16センチ為選んだ，

　作業は割合に簡輩にすみ最：大島差0・03

ミリ内の正確なる勉物線i：修正tiられ，

西村製作所での工作な終って，去る十月

始より・試面的に種々の爲眞がピれて居

る・33センチ赤道儀の赤緯軸の重量の端

に取付けられ筒長に僅か50センチに過ぎ

ない・短焦黙であるから爲翼速度に驚く

べきもので約十分で大低のものば亡れ

る・日野の直謝は絢5度目ヒつてあるが

過f3で完奄な像の出來るのに約30分i：

過ぎない・f4に絞れば二度4島は有敷に

使用し得る．33センチが案内官府鏡Sし

て使用aられ爲眞速度が高いので微光天

髄の撮影には今後充分有力なる働きなす

るであらう定稿ふ・微光の彗星の掃索憾

言則カミ主なる1］的である，（中村）


